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第４章 学部教育（保健福祉学部） 

 

 

本学部の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 
保健福祉学部は、地域の人々の健康維持と増進に積極的に貢献できる保健、医療、福祉に関する

基本的知識と技術を修得し、健康課題に対して科学的な思考や分析に基づいた課題解決能力を備え、

高い倫理観と豊かな人間性にあふれ、さらに社会の変化やグローバル化に柔軟に対応できる力とコ

ミュニケーション能力を有する人材を養成することを目指しています。  

したがって、本学部では次の能力を身に付け、かつ卒業の要件を満たした者に学位を授与します。 

【教養】豊かな教養を身に付けている。 

【倫理観】豊かな感性、倫理観を有し、人を支援する心を身に付けている。 

【異文化理解・コミュニケーション力・企画提案力】外国語を含めたコミュニケーション能力と企画 

 提案力を身に付けている。 

【地域でのコミュニケーション力・企画提案力】地域におけるコミュニケーション力と専門性を生か 

 した企画提案力を身に付けている。 

【専門性】看護、栄養、福祉のそれぞれの分野における十分な専門的知識と技術を身に付けている 

【課題発見・解決力】科学的、論理的思考に基づいた課題探究と解決に必要となる多様な基礎知識と 

 それらを活用する能力を身に付けている。 

【生涯学習力】将来にわたって応用知識・技術を積み上げていける力を身に付けている。 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

 保健福祉学部は、学位授与の方針に掲げる人材を育成するため、次のような教育課程を編成して

います。 

【導入教育】１年次に修学基礎に関する共通教育科目により、大学での学びについての理解を深めま 

 す。 

【教養】幅広い教養とともに専門教育を学ぶために必要な基礎知識を身に付けるための共通教育科目 

 として、「人文・社会科学要論」をはじめとする人文・社会科学群科目や「自然科学要論」をはじ 

 めとする自然科学科目群において基礎的知識の体系的理解を行います。 

【倫理観１】「大学で学ぶ」、「フレッシュマンセミナー」では大学生活に必要な汎用的技能に加えて 

 豊かな人間性と倫理観を身に付けます。 

【倫理観２】臨地実習と統合実習・総合演習では、倫理観と人を支援する心を醸成し、豊かな感性を 

 育みます。 

 【異文化理解・コミュニケーション力１】「English Language Program」をはじめとする語学科目で 

  コミュニケーション能力とグローバルな視点を身に付けます。 

【異文化理解・コミュニケーション力２】「海外研修（保健福祉学）」において異文化理解によ 

  るコミュニケーション力を修得します。 

【地域でのコミュニケーション力・企画提案力】「岡山創生学」等の社会連携科目や「地域保健福祉 

  演習」等を通じて地域課題を知り、それを解決に導くための理論と企画提案力を修得します。 
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【専門性】専門教育においては、現場での課題解決に必要となる多様な基礎知識と、それらを活用で 

  きる実践力を養成するために、各学科において、基礎から専門にかけて講義科目を体系的に配置す 

  るとともに、臨地実習を含む豊富な演習・実験・実習科目を設置しています。 

【課題発見・解決力】【生涯学習力】科学的・論理的思考に基づいた課題発見力と解決力、批判力を 

 育成し、将来にわたって応用知識・技術を積み上げていける力を身に付ける卒業研究を、いずれの 

 学科においても１年以上履修します。 

【教育力】教職課程を設置している学科・専攻において、履修生は課程の学びを通じて、求められる 

 教育力を養います。 

【資格取得】共通教育と専門教育を通じて、各学科で国家試験受験資格を含む各種資格ならびに教諭 

 一種免許許等を得るために必要な科目が履修できます。 
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１．看護学科 

 

１．１ 本学科の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

看護学科は、人々が健康で豊かなその人らしい人生が実現できるように、看護の専門知識と技術

を活かして、地域におけるあらゆる健康レベルの人々（家族・集団・地域）の生涯を通じた健康を

支援し地域社会に貢献できる看護専門職の育成を目指しています。 

したがって、本学科では次の能力を身に付け、かつ卒業の要件を満たした者に学位を授与します。 

【教養】豊かな教養を身に付けている。 

【倫理観】看護専門職としてのアイデンティティを形成し、専門職業人の持つべき知識・価値観・ 

 倫理観を自ら継続・発展させていく能力を身に付けている。 

【異文化理解・コミュニケーション力・企画提案力】グローバルな視点を持ち、看護の実践 

 ・教育・研究領域におけるリーダーやスペシャリストとして、必要な看護を創造するため 

 に企画や解決策を提案し、社会に貢献できる能力を身に付けている。 

【地域でのコミュニケーション力・企画提案力】地域におけるコミュニケーション力と専門 

 性を生かした企画提案力を身に付けている。 

【専門性１】人間理解を基盤にしたヒューマンケアリングが実践できる能力を身に付けてい 

 る。 

【専門性２】看護の専門知識・技術を用いて、人々の生涯にわたる多様な健康レベルの人々 

 の健康課題を科学的・論理的に判断し、解決方策を提案できる能力を身に付けている。 

【専門性３】保健医療福祉チームにおける看護の役割を理解し、多職種と連携・協働できる 

 マネジメント力、実践力を身に付けている。 

【課題発見・解決力】【生涯学習力】自ら学び続け、将来は看護の実践・教育・研究領域にお 

 いて、問題解決できる力と将来にわたって自ら積み上げていく力を身に付けている。 

 
１．２ 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 看護学科は、学位授与の方針に掲げる人材を育成するため、次のような教育課程を編成していま

す。 

【導入教育】１年次に修学基礎に関する共通教育科目により、大学での学びについての理解を深め 

 ます。 

【教養】１年次から２年次までの共通教育科目の履修を通して、人間や社会を理解するための素地 

 となる豊かな教養を身に付け、専門基礎へ導入を図るための基盤を育成します。基礎的知識の体 

 系的理解を得るため「人文社会科学要論」「自然科学要論」、専門分野共通の基礎として「健康科

学要論」などを設けています。 

【倫理観１】共通教育において、高い倫理観を身に付けるため「生命倫理学」などの科目を設けています。 

【倫理観２】専門科目における「統合と実践カテゴリー」科目をはじめとして、多くの科目におい 

 て、倫理観を養い、人を支援する心を醸成し、豊かな感性を育みます。 

【異文化理解・コミュニケーション力１】「English Language Program」をはじめとする語学科目 

 でコミュニケーション能力とグローバルな視点を身に付けます。 

【異文化理解・コミュニケーション力２】「海外研修（保健福祉学）」において異文化理解による 

 コミュニケーション力を修得するほか、「国際保健看護論」などを通じて、専門分野の異文化 

 理解を深めます。 
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【地域でのコミュニケーション力・企画提案力】「岡山創生学」等の社会連携科目や「地域保健福 

 祉演習」等を通じて地域課題を知り、それを解決に導くための理論と企画提案力を修得します。 

【専門性１】１年次から２年次までに学部教育「専門基礎分野」等の科目を履修します。ここで、 

 人体の仕組みと病態や人間生活、健康支援や社会制度を学びます。さらに３〜４年次への「専門 

 分野」導入として「基礎看護学カテゴリー」をはじめとする、各種の看護学カテゴリー科目につ 

 いて学び、基礎的な知識と技術を修得します。 

【専門性２】２年次から３年次には「専門分野」科目を主に履修します。ここで「小児、成人、母 

 性、老年や精神看護学カテゴリー」など各領域の学びをはじめるほか、「統合と実践カテゴリー 

 」における看護アセスメント、マネジメント教育等を通じて、主要な健康課題と健康増進のため 

 の理論を修得するとともに、倫理観に基づいた看護実践を提供できる基盤としての能力を育成し 

 ます。その上で、健康問題を持つ個人・集団・地域を対象に看護診断をし、解決に必要な知識と 

 技術を育成します。 さらに他の専門職と協働して、リーダーシップを発揮できる力を育成する 

 「チームガバナビリティ演習」を設けています。 

【専門性３】３年次から４年次には「小児、成人、母性、老年や精神看護学」など、各領域別の講 

 義や臨地実習を行います。これらの科目を通じて、人間の尊厳や多様性を学び、科学的根拠に基 

 づくアセスメント及びヒューマンケアリングが実践できる基盤を育成するとともに、他の医療専 

 門職と連携し協働する力を養います。さらに「統合実習」を通じて、これまで学んだ知識・技術 

 ・態度を統合し、看護実践力とともに倫理観を高めます。 

 【課題発見・解決力】【生涯学習能力】３年次から４年次に「看護研究」「卒業研究」の科目を通じ 

 て、これまでに学んだ専門的知識や実践力を広い視点で統合し、生涯に渡って研究的な方法を用 

 いて健康課題を特定し解決策を論理的に説明するとともに企画提案できる能力を育成し、保健医 

 療分野でのリーダーとして必要な基盤を育成します。 

【資格取得】本学科は、看護師国家試験受験資格を満たす科目を卒業要件とし、一部の者には助産 

 師国家試験受験資格に必要な科目が選択できるように配置しています。
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教育課程の編成 

３    
教育方針を達成するために下表に示すような教育課程を編成している。 

 

 カテゴリー 概        要 

専
門
基
礎
分
野 

人体のしくみ

と病態 
医学領域の科目群及び微生物学・生化学等の科目により人体のしくみ、主要疾患の病態

生理、症状、診断、治療、予後について学ぶ。 

人間と生活 看護の対象である人間及び家族、生活環境等について看護の視点で学ぶ。またヒューマ

ンケアリングの実践のための基本概念と方法論を修得する。 

健康支援と 

社会制度 
健康の保持増進、疾病予防について公衆衛生や健康教育の視点から理論や方法論を学

ぶ。またそれらに関連する法制度・行財政、社会福祉サービスについても学ぶ。 

専 
 

 
 

 

門 
 

 
 

 

分 
 

 
 

 

野 

基礎看護学 
看護は実践の科学であり、あらゆる年代、様々な健康段階の個人、家族、集団や地域社

会を生活者の視点を重視して支援する専門職である。基礎看護学ではあらゆる看護に共

通となる基礎理論と方法論を修得する。 

成人看護学 

成人期にある人々とその健康現象に焦点を当て、成人各期の発達段階の特性からくる保

健課題と健康問題解決の理論・方法論を修得する。特に急性期では、急性期・周手術期

における看護の知識と方法を学び、臨地実習で実践能力を培う。慢性期看護では、慢性

疾患を自ら管理（セルフケア）していく上での健康学習支援の基礎的実践能力を培い、臨

地実習で実践展開する。 

精神看護学 

人間の精神の発達・成熟の仕組みに焦点を当て、発達のプロセスにおける危機と対処の

理論・方法を修得すると共に、精神発達上の問題解決の理論・方法論を修得する。 

また、臨地実習では精神の病気や障害をもつ人との関わりを通して、精神看護の臨床にお

ける基礎的実践能力を修得する。 

老年看護学 

人間にとっての「老い」の意味を考え、老年期の発達課題、老化過程の理論を修得

すると共に、老年期における健康問題の特質、医療・保健・福祉対策の動向とその

実際を学ぶ。また、臨地実習を通して、施設や在宅での高齢者看護・介護の実際を

学ぶ。 

小児看護学 

小児期の対象を成長・発達の様相から理解し、小児の健康を守り、健全育成に必要な知

識・技術を修得すると共に、健康に障害を持った小児とその家族について問題解決の理

論と方法を学ぶ。また臨地実習においては健康な子どもと、健康障害を持つ子どもとその

家族との関わりを通して基礎的な実践能力を修得する。 

母性看護学 
女性の一生をリプロダクティブヘルス／ライツの視点から捉え、様々な課題に対する母性看

護の基礎的能力を養うと共に、妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期における母性看護の理

論と方法を学ぶ。臨地実習では、周産期を中心に基礎的な看護実践能力を修得する。 

統合と実践 

変化する社会や環境・国際化に対応した看護活動ができるための基礎的知識と方法論を

学ぶと共に、地域で生活している様々な人々の健康や QOL 向上に寄与する看護活動を

展開するための固有の理論・方法論を学ぶ。また、各領域で修得した専門知識や技術を

統合し、チーム医療が行われている臨床現場で、専門職として看護をマネジメントできるた

めの基礎的実践力を修得する。卒業研究では、各自が選択した看護のテーマについて、

研究計画を立て、データ収集、解析、解釈・考察を通して卒業論文としてまとめる。統合実

習では、看護政策・マネジメントに繋がるテーマを設定し、それを達成するための方法を検

討、実践し、看護の視野を拡大する。 

助産学 

助産師に必要な助産診断、助産技術の基本概念と意義を理解し、妊婦・産婦・褥婦と新

生児に対する健康診査の方法とケア、ならびに正常な分娩介助技術と助産管理の基本概

念を修得する。臨地実習では、継続受け持ち事例や正常分娩介助を通して助産診断・技

術・助産管理能力を養う。 
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１．３ 卒業要件と履修方法 

(1) 卒業要件 

卒業資格を得るためには共通教育科目と学部教育科目のカリキュラム表にしたがって、下表に

示す卒業要件単位数を修得しなければならない。 

 必修科目 選択科目 計 

共通教育科目  20 単位 7 単位 2７ 単位 

学部教育科目 100 単位 5 単位 105 単位 

計 120 単位 12 単位 132 単位 

  

(2) 臨地実習の履修要件 

３、４年次に開講する臨地実習は、「看護学基礎論Ⅰ～Ⅱ」、「看護学方法論Ⅰ～Ⅵ」、「基礎

看護学実習Ⅰ～Ⅱ」を履修し、単位を修得しておかなければ履修できない。なお、授業科目毎の

要件がシラバスの「履修上の注意」に詳細に書いてあるので留意すること。 

 

(3) 卒業研究の履修要件 

３年次後期から必修科目として「卒業研究」を課している。卒業研究は、次の条件を充足しなけ

れば、履修できない。なお、３年次前期に学科が行う卒業研究に関する履修指導に留意すること。 

卒業研究の履修要件 

共通教育科目 必修科目 20 単位修得 

学部教育科目 ３年前期までに修得すべき必修科目のうち 72 単位以上修得 

計 92 単位以上 

 

(4) 他学部・他学科開講科目の取り扱い 

卒業要件単位として認定しない。 

 

１．４ 資格の取得 

（１）看護師国家試験受験資格は、卒業時に取得できる。 

（２）助産師国家試験受験資格は、次の選択科目の単位を全て修得することにより卒業時に取

得できる。（女子のみ） 

①共生社会論Ｂ ②生殖の科学 ③女性のライフサイクルと助産 ④助産診断・技術学Ⅰ 

⑤助産診断・技術学Ⅱ ⑥助産診断・技術学Ⅲ ⑦助産管理 ⑧助産学実習Ⅰ 

⑨助産学実習Ⅱ 

なお、助産師国家試験受験資格取得に必要な「助産学実習Ⅰ～Ⅱ」の履修可能定員は 4 名

程度であり、２年次に希望者の中から選考により決定する。この選考により履修を認められた者を助

産師課程履修者と呼ぶ。  
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1 2 3 4

生化学 講義 川上（祐） ◎ 30 2

微生物学 演習 田中 ◎ 30 1

解剖生理学Ⅰ 演習 荻野 ◎ 45 2

解剖生理学Ⅱ 講義 荻野 ◎ 30 2

運動生理学 講義 ※坂本 ○ 30 2

病理学 講義 荻野 ◎ 30 2

薬理学 講義 高橋(吉) ◎ 30 2

生殖の科学 講義 ※羽原 △ 15 1

臨床病態学Ⅰ 講義 高橋(徹) ◎ 30 2

臨床病態学Ⅱ 演習 高橋(徹) ◎ 30 1

臨床病態学Ⅲ 演習  高橋(徹）・※冨岡 ◎ 30 1

臨床病態学Ⅳ 演習 高橋(徹)他 ◎ 30 1

救急医学 講義 高橋(徹)・犬飼 ◎ 15 1

栄養学総論 講義 山下(広) ○ 30 2

人間発達学 講義 沖本 ○ 30 2

家族看護学 講義 井上（幸）・岡﨑 ◎ 15 1

ヒューマンケアリング論 演習 實金 ◎ 30 1

医学概論 講義 高橋(徹） ◎ 15 1

看護の世界 講義 森本 ◎ 15 1

リハビリテーション概論 講義 ※森村 ○ 30 2

健康教育論 講義 住吉 ◎ 15 1

公衆衛生学 講義 ※小寺 ◎ 30 2

疫学 講義 ※二宮（忠） ◎ 30 2

保健統計学 演習 ※石原 ◎ 30 1

社会福祉概論 講義 坂野 ○ 30 2

看護関係法規 講義 沖本 ◎ 15 1

社会保障論 講義 岩満 ◎ 15 1

看護学概論 講義 森本 ◎ 15 1

看護学基礎論Ⅰ 講義 森本 ◎ 15 1

看護学基礎論Ⅱ 演習 森本 ◎ 30 1

看護学方法論Ⅰ 演習 佐藤（美）・高林 ◎ 30 1

看護学方法論Ⅱ 演習 佐藤（美）・高林 ◎ 45 2

看護学方法論Ⅲ 演習 佐藤（美）・高林 ◎ 45 2

看護学方法論Ⅳ 演習 佐々木（新）・高林 ◎ 30 1

看護学方法論Ⅴ 演習 佐々木（新）・高林 ◎ 30 1

看護学方法論Ⅵ 演習 佐々木（新）・高林 ◎ 45 2

基礎看護学実習Ⅰ 実習 佐藤（美）他 ◎ 45 1

基礎看護学実習Ⅱ 実習 佐々木（新）他 ◎ 90 2

成人看護学Ⅰ 講義 住吉・名越 ◎ 30 2

成人看護学Ⅱ 演習 名越・犬飼(智) ◎ 45 2

成人看護学Ⅲ 演習 住吉・伊丹 ◎ 30 1

成人看護学Ⅳ 講義 住吉・伊丹 ◎ 15 1

成人看護学実習Ⅰ 実習 名越・犬飼(智) ◎ ◎ 135 3

成人看護学実習Ⅱ 実習 住吉・伊丹 ◎ ◎ 135 3

精神看護学Ⅰ 講義 井上(幸） ◎ 30 2

精神看護学Ⅱ 演習 井上（幸） ◎ 45 2

精神看護学実習 実習 井上(幸） ◎ ◎ 90 2

老年看護学Ⅰ 講義 實金 ◎ 30 2

老年看護学Ⅱ 演習 實金・井上（か） ◎ 45 2

老年看護学実習 実習 實金・井上（か） ◎ ◎ 135 3

専
　
門
　
基
　
礎
　
分
　
野
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１．５　授業科目

授業科目の名称 授業の方法 担当教員

開講年次及び
必修選択の別 開　講

時間数
開　講
単位数

卒業要件
単位数
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1 2 3 4
授業科目の名称 授業の方法 担当教員

開講年次及び
必修選択の別 開　講

時間数
開　講
単位数

卒業要件
単位数

小児看護学Ⅰ 講義 沖本・網野 ◎ 30 2

小児看護学Ⅱ 演習 沖本・網野 ◎ 45 2

小児看護学実習 実習 沖本・網野 ◎ ◎ 135 3

母性看護学Ⅰ 講義 池田（理） ◎ 30 2

母性看護学Ⅱ 演習 池田（理）・川下 ◎ 45 2

母性看護学実習 実習 池田（理）・川下 ◎ ◎ 90 2

地域看護学概論 講義 二宮 ◎ 30 2

在宅看護学 演習 佐々木（純）・山形 ◎ 45 2

国際保健看護論 講義 井上（幸） ◎ 15 1

看護技術実験演習 演習 佐々木（新） ○ 30 1

チームガバナビリティ演習 演習 中村(光)・住吉・岡﨑・高林 ○ 30 1

地域保健福祉演習 演習 二宮・久保田・坂野 ○ 30 1

災害看護論 講義 二宮・高橋(徹) ○ 15 1

がん看護学 講義 名越 ◎ 15 1

看護倫理学 講義 森本 ◎ 15 1

看護アセスメント学 演習 名越 他 ◎ 30 1

看護政策・マネジメント論 演習 二宮 他 ◎ 30 1

看護研究 演習 森本 ◎ 30 1

臨床アセスメント学 講義 高橋(徹) ○ 15 1

看護教育 講義 佐藤（美）・二宮 ○ 30 2

卒業研究 演習 学科教員 ◎ ◎ 120 4

在宅看護学実習 実習 佐々木（純）・山形 ◎ 90 2

統合実習 実習 二宮 他 ◎ 90 2

助産診断・技術学Ⅰ 講義 岡﨑 他 △ 30 2

助産診断・技術学Ⅱ 演習 岡﨑・川下 △ 45 2

助産診断・技術学Ⅲ 講義 池田(理)・岡﨑 △ 15 1

女性のライフサイクルと助産 講義 岡﨑 △ 15 1

助産管理 講義 岡﨑 △ 15 1

助産学実習Ⅰ 実習 岡﨑・川下 △ 90 2

助産学実習Ⅱ 実習 岡﨑・池田(理)・川下 △ 225 5

・「◎」印は必修科目　　「○」印は選択科目　　「△」印は助産必修科目　　
・「※」印は非常勤講師

学部教育科目の卒業要件単位数105単位
卒業要件単位数132単位（共通教育科目の卒業要件27単位を含む）

注

専
　
　
門
　
　
分
　
　
野

小
児

看
護
学

   105

 
    単

    位

母
性

看
護
学

統
合
と
実
践

助
産
学
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章　

学
部
教
育

（
保
健
福
祉
学
部
）

１．６　科目ナンバリング

略称 英語名称 略称 英語名称

生化学 BAM_BOC-A1-1R-L1 BAM Basic Medicine BOC Biochemistry
微生物学 BAM_MBO-A1-1R-S1 (専門基礎分野) MBO Microbiology
解剖生理学Ⅰ BAM_AP1-A1-1R-S1 AP1 Anatomy and Physiology Ⅰ
解剖生理学Ⅱ BAM_AP2-A1-1R-L1 AP2 Anatomy and Physiology Ⅱ
運動生理学 BAM_EPO-A1-1E-L1 EPO Exercise Physiology
病理学 BAM_PAT-A1-1R-L1 PAT Pathology
薬理学 BAM_PHL-A1-2R-L1 PHL Pharmacology
生殖の科学 BAM_IHR-A1-2E-L1 IHR Introduction to Human Reproduction
臨床病態学Ⅰ BAM_CP1-A1-2R-L1 CP1 Clinical Pathology Ⅰ
臨床病態学Ⅱ BAM_CP2-A1-2R-S1 CP2 Clinical Pathology Ⅱ
臨床病態学Ⅲ BAM_CP3-A1-2R-S1 CP3 Clinical Pathology Ⅲ
臨床病態学Ⅳ BAM_CP4-A1-3R-S1 CP4 Clinical Pathology Ⅳ
救急医学 BAM_EME-A1-3R-L1 EME Emergency Medicine
栄養学総論 IND_FNS-A1-1E-L1 IND Interdisciplinary FNS FundmentalNutritional Science
人間発達学 IND_HUD-A1-2E-L1 (学際的) HUD Human Development
家族看護学 IND_FAN-A1-1R-L1 FAN Family Nursing
ヒューマンケアリング論 IND_HUC-A1-3R-S1 HUC Human Caring
医学概論 IND_IME-A1-1R-L1 IME Introduction to Medicine
看護の世界 IND_WNU-A1-1R-L1 WNU World of Nursing
リハビリテーション概論 IND_IRH-A1-2E-L1 IRH Introduction to Rehabilitation
健康教育論 IND_HPE-A1-2R-L1 HPE Health Education & Patient Education
公衆衛生学 IND_PUH-A1-2R-L1 PUH Public Health 
疫学 IND_EPI-A1-2R-L1 EPI Epidemiology
保健統計学 IND_SHS-A1-2R-S1 SHS Statistics for Health Sciences
社会福祉概論 IND_ISW-A1-1E-L1 ISW Introduction to Social Welfare
看護関係法規 IND_NRL-A1-2R-L1 NRL Nursing-related Laws and regulations
社会保障論 IND_SSU-A1-2R-L1 SSU Social Security
看護学概論 FUN_INU-A1-1R-L1 FUN Fundamental Nursing INU Introduction  to Nursing
看護学基礎論Ⅰ FUN_NU1-A1-1R-L1 (基礎看護学) NU1 Nursing Theory Ⅰ
看護学基礎論Ⅱ FUN_NU2-A1-2R-S1 NU2 Nursing Theory Ⅱ
看護学方法論Ⅰ FUN_NU1-A1-1R-S1 NU1 Nursing Methodology Ⅰ
看護学方法論Ⅱ FUN_NU2-A1-1R-S1 NU2 Nursing Methodology Ⅱ
看護学方法論Ⅲ FUN_NU3-A1-1R-S1 NU3 Nursing Methodology Ⅲ
看護学方法論Ⅳ FUN_NU4-A1-1R-S1 NU4 Nursing Methodology Ⅳ
看護学方法論Ⅴ FUN_NU5-A1-2R-S1 NU5 Nursing Methodology Ⅴ
看護学方法論Ⅵ FUN_NU6-A1-2R-S1 NU6 Nursing Methodology Ⅵ
基礎看護学実習Ⅰ FUN_BN1-A1-1R-S1 BN1 Basic Nursing Practice Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ FUN_BN2-A1-2R-S1 BN2 Basic Nursing Practice Ⅱ
成人看護学Ⅰ CLN_AH1-A1-1R-L1 CLN Clinical Nursing AH1 Adult Health Nursing Ⅰ
成人看護学Ⅱ CLN_AH2-A1-3R-S1 (臨床看護学) AH2 Adult Health Nursing Ⅱ
成人看護学Ⅲ CLN_AH3-A1-3R-S1 AH3 Adult Health Nursing Ⅲ
成人看護学Ⅳ CLN_AH4-A1-3R-L1 AH4 Adult Health Nursing Ⅳ
成人看護学実習Ⅰ CLN_AN1-A1-3R-S1 AN1 Adult Health Nursing Practice Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ CLN_AN2-A1-3R-S1 AN2 Adult Health Nursing Practice Ⅱ
精神看護学Ⅰ CLN_PS1-A1-2R-L1 PS1 Psychiatric Nursing Ⅰ
精神看護学Ⅱ CLN_PS2-A1-3R-S1 PS2 Psychiatric Nursing Ⅱ
精神看護学実習 CLN_PSP-A1-3R-S1 PSP Psychiatric Nursing Practice
老年看護学Ⅰ CLN_GN1-A1-2R-L1 GN1 Geriatrics Nursing Ⅰ
老年看護学Ⅱ CLN_GN2-A1-2R-S1 GN2 Geriatrics Nursing Ⅱ
老年看護学実習 CLN_GNP-A1-3R-S1 GNP Geriatrics Nursing Practice
小児看護学Ⅰ CLN_PN1-A1-2R-L1 PN1 Pediatric Nursing Ⅰ
小児看護学Ⅱ CLN_PN2-A1-3R-S1 PN2 Pediatric Nursing Ⅱ
小児看護学実習 CLN_PNP-A1-3R-S1 PNP Pediatric Nursing Practice
母性看護学Ⅰ CLN_MA1-A1-2R-L1 MA1 Maternal Nursing Ⅰ
母性看護学Ⅱ CLN_MA2-A1-2R-S1 MA2 Maternal Nursing Ⅱ
母性看護学実習 CLN_MAP-A1-3R-S1 MAP Maternal Nursing Practice
地域看護学概論 ITS_CHN-A1-1R-L1 ITS Integration Interdisciplinar CHN Community Health Nursing
在宅看護学 ITS_HCN-A1-3R-S1 (統合と実践) HCN Home Care Nursing
国際保健看護論 ITS_IHN-A1-1R-L1 IHN International Health Nursing
看護技術実験演習 ITS_PRE-A1-2E-S1 PRE Human Physical Response Seminar

チームガバナビリティ演習 CBL_TGE-A1-3E-S1 CBL Community Based Learning
（地域連携教育）

TGE Team Governability Exercise

地域保健福祉演習 CBL_RHW-A1-3E-S1 CBL Community Based Learning PHW Practice of Regional Health and Welfare
災害看護論 ITS_DIN-A1-3E-L1 DIN Disaster Nursing
がん看護学 ITS_CAN-A1-2R-L1 CAN Cancer Nursing
看護倫理学 ITS_ETN-A1-3R-L1 ETN Ethics in Nursing 
看護アセスメント学 ITS_NAS-A1-3R-S1 NAS Nursing Assessment
看護政策・マネジメント論 ITS_NPM-A1-3R-S1 NPM Nursing Policy and Management
看護研究 ITS_NRE-A1-3R-S1 NRE Nursing Research
臨床アセスメント学 ITS_CAS-A1-4E-L1 CAS Clinical Assessment
看護教育 ITS_NED-A1-4E-L1 NED Nursing Education
卒業研究 ITS_THE-A1-3R-S1 THE Thesis
在宅看護学実習 ITS_HCP-A1-4R-S1 HCP Home Care Nursing Practice
統合実習 ITS_CNP-A1-4R-S1 CNP Comprehensive Nursing Practice
助産診断・技術学Ⅰ MID_MI1-A1-2E-L1 Mid Midwifery MI1 Midwifery Diagnosis and Technique Ⅰ
助産診断・技術学Ⅱ MID_MI2-A1-3E-S1 (助産学) MI2 Midwifery Diagnosis and Technique Ⅱ
助産診断・技術学Ⅲ MID_MI3-A1-3E-L1 MI3 Midwifery Diagnosis and Technique Ⅲ
女性のライフサイクルと助産 MID_MIL-A1-2E-L1 MIL Midwifery and Women's Life Cycle 
助産管理 MID_MIM-A1-3E-L1 MIM Midwifery Management
助産学実習Ⅰ MID_MI1-A1-4E-S1 MI1 Midwifery Practice Ⅰ
助産学実習Ⅱ MID_MI2-A1-4E-S1 MI2 Midwifery Practice Ⅱ

専
門
分
野

助
産
学

老
年
看

護
学

人
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仕
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と
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科目ナンバリング
分野１（略称と英語名称） 分野２（略称と英語名称）

授業科目の名称

専
門
基
礎
分
野

4-9



1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 4年前期

ELP1 ELP3 ELP5 ELP6

ELP2 ELP4

大学で学ぶ

フレッシュマンセミナー

日本語文章作法

日本国憲法

人文・社会科学要論

自然科学要論

統計学B 生命倫理

おかやまボランティア論

おかやまを学ぶ

生化学 薬理学

微生物学 臨床病態学Ⅱ

運動生理学 救急医学

解剖生理学Ⅰ 解剖生理学Ⅱ

病理学

栄養学総論

家族看護学 人間発達学 ヒューマンケアリング論

健康教育論

医学概論 公衆衛生学 リハビリテーション概論

看護の世界 疫　学 保健統計学

社会福祉概論 看護関係法規

社会保障論 

看護学概論 看護学基礎論Ⅰ 看護学基礎論Ⅱ

看護学方法論Ⅲ

看護学方法論Ⅰ 看護学方法論Ⅴ

看護学方法論Ⅱ 看護学方法論Ⅵ

看護学方法論Ⅳ

基礎看護学実習Ⅰ 基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学Ⅰ 成人看護学Ⅱ

成人看護学Ⅲ 成人看護学Ⅳ

精神看護学Ⅰ 精神看護学Ⅱ

老年看護学Ⅰ 老年看護学Ⅱ

小児看護学Ⅰ 小児看護学Ⅱ

母性看護学Ⅰ 母性看護学Ⅱ

国際保健看護論

災害看護論

がん看護学

看護倫理学

チームガバナビリティ演習 看護アセスメント学

地域看護学概論 在宅看護学 在宅看護学実習

看護政策・マネジメント論

看護技術実験演習 看護研究

共生社会論B

生殖の科学 助産診断・技術学Ⅰ 助産診断・技術学Ⅱ 助産診断・技術学Ⅲ 助産学実習Ⅰ

女性のライフサイクルと助産 助産管理

精
神
看
護
学

小児看護学実習

助産学実習Ⅱ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）実線で囲んだ科目は必修、点線で囲んだ科目は選択を表しています。

母
性
看
護
学

母性看護学実習

⑤
実
践
能
力

統
合
と
実
践

看護教育

地域保健福祉演習

臨床アセスメント学

助
産
課
程

統
 
 
　
　
　
　
合
　
 
　
　
　
 

実
 
 
　
　
　
　
習

成人看護学実習Ⅱ

④
保
健
医
療
チ
ー
ム
と
の
協
働
能
力

１．７　カリキュラムマップ

3年後期 4年後期

ヒ
　
　
ュ
　
　
ー
　
　
マ
　
　
ン
　
　
ケ
　
　
ア
　
　
リ
　
　
ン
　
　
グ
　
　
の
　
　
実
　
　
践
　
　
能
　
　
力

①
豊
か
な
教
養

共
通
教
育

共通教育カテゴリ「人文・社会科学」「自然科学」「健康科学」

　
　
卒
　
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
研
　
　
　
　
　
　
　
究

②
専
門
職
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

人
体
の
し
く
み
と
病
態

臨床病態学Ⅰ

精神看護学実習

老
年
看
護
学

老年看護学実習

小
児
看
護
学

臨床病態学Ⅳ

臨床病態学Ⅲ

人
間
と
生
活

成人看護学実習Ⅰ

③
問
題
解
決
能
力

健
康
支
援
と
社
会
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学
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第
４
章　

学
部
教
育

（
保
健
福
祉
学
部
）

１．８ 看護学科　履修モデル例

共通教育科目
１年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位
◎大学で学ぶ 1
◎フレッシュマンセミナー 1
◎日本語文章作法 1
◎人文・社会科学入門 2
◎日本国憲法 2
〇カテゴリから２単位 2
◎自然科学入門 2
◎統計学の基礎B 2
〇カテゴリから２単位 2

健康科学〇カテゴリから１単位 1 ◎生命倫理 1
◎ELP１ 1 ◎ELP５ 1
◎ELP２ 1 ◎ELP６ 1
◎ELP３ 1
◎ELP４ 1
◎おかやまボランティア論 1
◎おかやまを学ぶ 1

〇全カテゴリーから２単位 2
小計 22 小計 5 小計 0 小計 0

学部教育科目
１年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位
◎生化学 2 ◎薬理学 2 ◎臨床病態学Ⅳ 1
◎微生物学 1 ◎臨床病態学Ⅰ 2 ◎救急医学 1
◎解剖生理学Ⅰ 2 ◎臨床病態学Ⅱ 1 ◎ヒューマンケアリング論 1
◎解剖生理学Ⅱ 2 ◎臨床病態学Ⅲ 1
◎病理学 2 ◎健康教育論 1
◎家族看護学 1 ◎公衆衛生学 2
◎医学概論 1 ◎疫学 2
◎看護の世界 1 ◎保健統計学 1

◎看護関係法規 1
◎社会保障論 1

◎看護学概論 1 ◎看護学基礎論Ⅱ 1 ◎成人看護学Ⅱ 2
◎看護学基礎論Ⅰ 1 ◎看護学方法論Ⅴ 1 ◎成人看護学Ⅲ 1
◎看護学方法論Ⅰ 1 ◎看護学方法論Ⅵ 2 ◎成人看護学Ⅳ 1
◎看護学方法論Ⅱ 2 ◎基礎看護学実習Ⅱ 2 ◎成人看護学実習Ⅰ → ◎成人看護学実習Ⅰ 3
◎看護学方法論Ⅲ 2 ◎精神看護学Ⅰ 2 ◎成人看護学実習Ⅱ → ◎成人看護学実習Ⅱ 3
◎看護学方法論Ⅳ 1 ◎老年看護学Ⅰ 2 ◎精神看護学Ⅱ 2
◎基礎看護学実習Ⅰ 1 ◎老年看護学Ⅱ 2 ◎精神看護学実習 → ◎精神看護学実習 2
◎成人看護学Ⅰ 2 ◎小児看護学Ⅰ 2 ◎老年看護学実習 → ◎老年看護学実習 3
◎地域看護学概論 2 ◎母性看護学Ⅰ 2 ◎小児看護学Ⅱ 2
◎国際保健看護論 1 ◎母性看護学Ⅱ 2 ◎小児看護学実習 → ◎小児看護学実習 3

◎がん看護学 1 ◎母性看護学実習 → ◎母性看護学実習 2
◎在宅看護学 2 ◎在宅看護学実習 2
◎看護倫理学 1 ◎統合実習 2
◎看護アセスメント学 1
◎看護政策マネジメント論 1
◎看護研究 1
◎卒業研究 → ◎卒業研究 4

小計 26 小計 33 小計 17 小計 24

小計 5
備考

履修上の注意
臨地実習の履修要件

卒業研究の履修要件

◎は必修科目　　〇は選択科目　　→は3年次後期～４年次前期あるいは４年次後期までの通年科目　　

・全カテゴリーから５単位の選択は、１年から４年の間に選択します。

・　３年次後期から開講する「卒業研究」は、共通教育科目は必修科目２０単位、学部教育科目は３年次前期までに修得すべき必修科目のう
ち７２単位以上、合計９２単位以上を修得しておかなければ履修できない。

・小計の合計単位数は卒業要件単位数となっています。

・３、４年次に開講する臨地実習は、「看護学基礎論Ⅰ～Ⅱ」「看護学方法論Ⅰ～Ⅵ」「基礎看護学実習Ⅰ～Ⅱ」を履修し、単位を修得してお
かなければ履修できない。

・ELPはEnglish Language Programを指します。
・全カテゴリーから２単位の選択例：おかやまボランティア演習、海外研修（保健福祉学）　等
・小計の合計単位数は卒業要件単位数となっています。

専門
基礎分

野

専門
分野

全カテゴリーから５単位

看護師をめざす場合

備考

修学基礎

人文・
社会科

学

自然科学

語学国際

社会連携
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看護学科　履修モデル例

共通教育科目
１年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位
◎大学で学ぶ 1
◎フレッシュマンセミナー 1
◎日本語文章作法 1 ＊共生社会論B 1
◎人文・社会科学要論 2
◎日本国憲法 2
〇カテゴリから1単位 1
◎自然科学要論 2
◎統計学B 2
〇カテゴリから２単位 2

健康科学〇カテゴリから１単位 1 ◎生命倫理学 1
◎ELP１ 1 ◎ELP５ 1
◎ELP２ 1 ◎ELP６ 1
◎ELP３ 1
◎ELP４ 1
◎おかやまボランティア論 1
◎おかやまを学ぶ 1

〇全カテゴリーから２単位 2
小計 21 小計 5(*1) 小計 0 小計 0

学部教育科目
１年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位
◎生化学 2 ◎薬理学 2 ◎臨床病態学Ⅳ 1
◎微生物学 1 ◎臨床病態学Ⅰ 2 ◎救急医学 1
◎解剖生理学Ⅰ 2 ◎臨床病態学Ⅱ 1 ◎ヒューマンケアリング論 1
◎解剖生理学Ⅱ 2 ◎臨床病態学Ⅲ 1
◎病理学 2 ◎健康教育論 1
◎家族看護学 1 ◎公衆衛生学 2
◎医学概論 1 ◎疫学 2
◎看護の世界 1 ◎保健統計学 1

◎看護関係法規 1
◎社会保障論 1

◎看護学概論 1 ◎看護学基礎論Ⅱ 1 ◎成人看護学Ⅱ 2
◎看護学基礎論Ⅰ 1 ◎看護学方法論Ⅴ 1 ◎成人看護学Ⅲ 1
◎看護学方法論Ⅰ 1 ◎看護学方法論Ⅵ 2 ◎成人看護学Ⅳ 1
◎看護学方法論Ⅱ 2 ◎基礎看護学実習Ⅱ 2 ◎成人看護学実習Ⅰ → ◎成人看護学実習Ⅰ 3
◎看護学方法論Ⅲ 2 ◎精神看護学Ⅰ 2 ◎成人看護学実習Ⅱ → ◎成人看護学実習Ⅱ 3
◎看護学方法論Ⅳ 1 ◎老年看護学Ⅰ 2 ◎精神看護学Ⅱ 2
◎基礎看護学実習Ⅰ 1 ◎老年看護学Ⅱ 2 ◎精神看護学実習 → ◎精神看護学実習 2
◎成人看護学Ⅰ 2 ◎小児看護学Ⅰ 2 ◎老年看護学実習 → ◎老年看護学実習 3
◎地域看護学概論 2 ◎母性看護学Ⅰ 2 ◎小児看護学Ⅱ 2
◎国際保健看護論 1 ◎母性看護学Ⅱ 2 ◎小児看護学実習 → ◎小児看護学実習 3

◎がん看護学 1 ◎母性看護学実習 → ◎母性看護学実習 2
＊助産診断・技術学Ⅰ 2 ◎在宅看護学 2 ◎在宅看護学実習 2
＊生殖の科学 1 ◎看護倫理学 1 ◎統合実習 2
＊女性のライフサイクルと助産 1 ◎看護アセスメント学 1

＊助産診断・技術学Ⅱ 2 ＊助産学実習Ⅰ 2
＊助産診断・技術学Ⅲ 1 ＊助産学実習Ⅱ 5
＊助産管理 1
◎看護政策マネジメント論 1
◎看護研究 1
◎卒業研究 → ◎卒業研究 4

小計 26 小計 33(*4) 小計 17(*4) 24(*7)
備考

履修上の注意

◎は必修科目　　〇は選択科目　　→は3年次後期～４年次前期あるいは４年次後期までの通年科目　　＊は助産師科目

助産師をめざす場合

社会連携

・ELPはEnglish Language Programを指します。

・助産師国家試験受験資格取得に必要な単位を満たしています。

・助産師国家試験受験資格取得に必要な「助産診断・技術学Ⅱ」「助産診断・技術学Ⅲ」「助産管理」「助産学実習Ⅰ」「助産学実習Ⅱ」の履修可能
定員は４名程度であり、２年次に希望者の中から選考により決定します。

修学基礎

語学国際

人文・
社会科

学

自然科学

備考

専門
基礎分
野

専門
分野

・全カテゴリーから１単位の選択例：おかやまボランティア演習、海外研修（保健福祉学）　等

4-12



第
４
章　

学
部
教
育

（
保
健
福
祉
学
部
）

２.栄養学科 

 

２．１ 本学科の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

栄養学科は、超高齢社会の到来や生活習慣病予防が重要視されている現代社会において、食

と健康の相互関係を科学理論によって理解し、未知なる事象の解明に向けて研究する姿勢を身に

付け、栄養学を人の健康の維持・増進、病気の予防・治療へと応用し、広く地域社会に貢献できる

人材の育成を目指しています。  

したがって、本学科では次の能力を身に付け、かつ卒業の要件を満たした者に学位を授与しま

す。 

 

【教養】 豊かな教養を身に付けている。 

【倫理観】 人間、健康、社会に関する幅広い知識と論理的な思考力および高い倫理観を身に付け

ている。 

【異文化理解・コミュニケーション力・企画提案力】 多様な文化や価値観を受け容れ、グローバル

に活躍できる企画提案力、情報発信力を身に付けている。 

【地域でのコミュニケーション力・企画提案力】地域におけるコミュニケーション力と専門性を生かし

た企画提案力を身に付けている。 

【専門性１】 食と健康の専門家に必要な資質として、基本的知識・技術を身に付けている。 

【専門性２】 栄養学に関する専門職業人として必要な高度な専門的応用知識・技術を発揮できる

能力を身に付けている。 

【専門性３】 栄養学の総合的な学びを深め、多職種と連携・協働できるマネジメント力、実践力を身

に付けている。 

【課題発見・解決力】【生涯学習力】 専門分野における問題発見・解決能力を身に付けている。ま

た、多様な対象者に対して、科学的思考に基づいて適切かつ高度な食・栄養支援を実践するため

の応用知識や技術を、将来にわたって自ら積み上げていく力を身に付けている。 

 

２．２ 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

栄養学科は、学位授与の方針に掲げる人材を育成するため、次のような教育課程を編成してい

ます。 

【導入教育】 １年次に修学基礎に関する共通教育科目により、大学での学びについての理解を深

めます。 
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【教養】 １年次から２年次までの共通教育科目の履修を通して、人間や社会を理解するための素

地となる豊かな教養を身に付け、専門基礎へ導入を図るための基盤を育成します。基礎的知識の

体系的理解を得るため「人文・社会科学要論」「自然科学要論」、専門分野共通の基礎として「健

康科学要論」などを設けています。 

【倫理観１】 共通教育において、高い倫理観を身に付けるため「生命倫理学」などの科目を設けて

います。 

【倫理観２】 専門科目における「総合演習及び臨地実習カテゴリー」科目をはじめとして、多くの科

目において、倫理観を養い、健康を支援する心を醸成し、豊かな感性を育みます。 

【異文化理解・コミュニケーション力１】  「English Language Program」をはじめとする語学科目でコ

ミュニケーション能力とグローバルな視点を身に付けます。 

【異文化理解・コミュニケーション力２】 「海外研修（保健福祉学）」において異文化理解によるコ

ミュニケーション力を修得します。 

【地域でのコミュニケーション力・企画提案力】 「岡山創生学」等の社会連携科目や「地域保健福

祉演習」等を通じて地域課題を知り、それを解決に導くための理論と企画提案力を修得します。 

【専門性１】 １年次から２年次までに学部教育「専門基礎分野」科目を履修します。「社会・環境と

健康」「人体の構造と機能・疾病の成り立ち」及び「食べ物と健康」の各カテゴリーの科目の履修を

通じて、食と健康の専門家としての基本的な知識や技術について学びます。さらに３〜４年次への

「専門分野」導入として「基礎栄養学」や「応用栄養学」などの科目について履修をはじめます。 

【専門性２】 ２年次から３年次には「専門分野」科目を主に履修します。専門職業人として必要な高

度な専門的応用知識として、「栄養教育論」、「臨床栄養学」、「公衆栄養学」や「給食経営管理論」

などのカテゴリーの各論において、栄養学に関する応用的な知識と方法、病態と栄養に関する応

用的な知識と方法、集団の栄養に関する知識と方法、集団の給食に関する知識やサービスマネ

ジメント能力、さらには栄養指導能力を修得します。さらに他の専門職と協働して、リーダーシップ

を発揮できる力を育成する「チームガバナビリティ演習」を設けています。 

【専門性３】 ３年次から４年次には、専門分野各論の充実した履修とともに、「総合演習」及び「臨地

実習」カテゴリー科目の履修を通じて、栄養学の総合的かつ実践的な学びを深めるとともに、学外

の関係機関において「臨床栄養学」「公衆栄養学」や「給食運営」などの、実地での履修を通じて、

学外の評価を得ながら栄養学に関する実践力を高めます。 

【課題発見・解決力】【生涯学習力】 ４年次には「卒業研究」を履修し、科学的に探求する態度、論

理的に思考する態度、計画的に実行する態度を身に付け、専門分野における問題発見・解決能

力、実践能力を育成するとともに、これまで身につけた知識や技術を、将来にわたって自ら積み上

げていく力を育成します。 

【教育力】  （栄養教諭教職課程）教職教育科目を履修することで教育の意義や食教育実践に必
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要な知識と技術を身に付け、教育能力を育成します。 

【資格取得】 共通教育科目及び学部教育科目の中から履修し、卒業時には栄養士免許並びに管

理栄養士国家試験受験資格が取得可能となるほか、食品衛生管理者並びに食品衛生監視員の

任用資格の取得が可能となります。また、教職教育科目を修得することで栄養教諭一種免許状が

取得可能となります。 

 

4-15



教育課程の編成 

 カテゴリー 概要 開設授業科目 

共
通
教
育 

修学基礎 
 社会人基礎力涵養と栄養学科教員によるセミナーでキ

ャリア育成に必要な心構えや基礎的表現力を修得する。 

共通教育科目のﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ、大学で学ぶ 

 

人文･社会 

科学 

自然科学 

健康科学 

 歴史観・文化観・社会観を扱う学問領域、自然科学の

基礎教養、身体の健康を考えた現代生活を営むための知

見について学ぶ。化学、生物などの講義を通じて、学部

教育科目を理解するための基礎的な知識や、コンピュー

タを活用する能力を修得する。倫理観をもち、健康を支

援する心を醸成し、豊かな感性を身につける。 

共通教育科目の人文・社会科学要論、自

然科学要論、化学、生物学、統計学 B、ｺ

ﾝﾋﾟｭｰﾀ演習Ⅰ、生命倫理学、健康科学要

論 

語学国際 

 

英語を始めとする外国語によるコミュニケーション能

力、グローバル化に対応する能力を身につける。 

異文化理解によるコミュニケーション力を習得する。 

共通教育科目の英語科目 ELP1～6、海外

研修（保健福祉学） 

社会連携 

 英語を始めとする外国語によるコミュニケーション能

力、グローバル化に対応する能力および地域に貢献する

人材として携えるべき能力を修得する。 

「岡山創生学」等の社会連携科目やおか

やまボランティア論、おかやまを学ぶ 

学
部
教
育
（
専
門
基
礎
分
野
） 

社会・環境と

健康 

 健康、健康管理に関する基礎的な知識、方法を修得す

る。 

健康管理論、看護の世界、社会福祉政策

論、食生活論、健康情報演習、公衆衛生

学、保健福祉ｼｽﾃﾑ概論 

人体の構造

と機能・疾病

の成り立ち 

 医学領域の科目群・微生物学・生化学等の講義、実験

を通じて、基礎的な知識と方法を身につける。 

栄養学のための解剖生理学、解剖生理学

実験 I･II、病理学、内科学、栄養ｻﾎﾟｰﾄﾁ

ｰﾑ論、薬理学、微生物学、微生物学実験、

生化学、代謝生化学、分子生物学、生化

学実験 I･II 

食べ物と健

康 

食品学・食品加工学・食品衛生学・調理学等の講義、

実験、実習を通じて、食の知識と技術を身につける。 

食品衛生学、食品衛生学実験、食品分析

学、食品学 I･II、食品材料学、食品加工

演習、食品学実験 I･II、調理学、調理学

実習 I･II 

学
部
教
育
（
専
門
分
野
） 

基礎栄養学 
 栄養学総論・栄養学実験を通じて栄養学の基礎を修得

する。 

栄養学総論、栄養学基礎実験、栄養学実

験 

応用栄養学 
 栄養学各論・応用栄養生理学等の講義、実習を通じて

栄養学の応用的な知識と方法を身につける。 

栄養学各論 I･II、応用栄養生理学、栄養

学実習、スポーツ栄養学 

公衆栄養学 
 公衆栄養学・地域栄養活動の講義、実習を通じて、マ

スの栄養に関する知識と方法を身につける。 

公衆栄養学 I･II、公衆栄養学実習 I 

栄養教育論 
 栄養教育に関する講義、演習、実習を通じて栄養の教

育に関する知識と方法を身につける。 

栄養教育論 I･II、栄養教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ論、

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ演習、栄養教育実習 

臨床栄養学 

 病態栄養学・臨床栄養学・臨床栄養管理の講義、実験、

実習を通じて、病態と栄養に関する知識と方法を修得す

る。 

病態栄養学、臨床栄養学 I･II、臨床栄養

管理、臨床栄養学実習 I、臨床栄養学実験 

給食経営管

理論 

 給食経営管理論・フードシステム学等の講義、実習を

通じて、マスの給食に関する知識と方法を身につける。 

ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ学、給食経営管理論 I･II、給食

経営管理実習 I 

総合演習 

 基礎から給食経営管理までの専門分野を統合できる能

力、チーム医療の中でのコミュニケーション能力を修得

する。 

総合演習 I･II･III、ﾁｰﾑｶﾞﾊﾞﾅﾋﾞﾘﾃｨ演習 

地域保健福祉演習 

臨地実習 
 臨床栄養学・栄養教育・地域栄養・給食管理の臨地実

習を通じて管理栄養士の実務を修得する。 

臨床栄養学実習 II、給食運営実習、公衆

栄養学実習 II、給食経営管理実習 II 

卒

業

研

究 

卒業研究 

 一つのテーマについての調査・研究を通じて研究の方

法、データの解析、解釈そしてまとめるという総合的な

能力を修得する。 

卒業研究 

教

職

科

目 

教職教育科

目 

学校教育の意義の理解と、食育の実践に必要な知識、

技術を身につける。 

教育基礎論、教師論、教育心理学、特別

支援教育概論、教育課程論、特別活動及

び総合的な学習の時間の指導法(道徳教

育を含む)、教育方法論、生徒指導論、教

育相談、教職実践演習（栄養教諭）、学校

栄養教育論 I･II、学校栄養教育実習 I･II 
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２．３ 卒業要件と履修方法 

（１） 卒業要件 

栄養学科平成 31 年度入学生の卒業要件単位数は下表に示している。 

  必修科目 選択科目 計 

共通教育科目 14 単位 14 単位 28 単位 

学部教育科目 96 単位 4 単位 100 単位 

計 110 単位 18 単位 128 単位 

 

（２） 卒業研究の履修要件 

卒業研究の履修については、次の要件を充足しなければ履修申請できない。 

卒業研究 10 単位を含む 23 単位以下を修得することにより卒業要件単位（必修 110 単位を含

め 128 単位）を満たすこと 

 

（３） 他学部・他学科開講科目の取り扱い 

保健福祉学部の他学科ならびに他学部開講の学部教育科目の単位を履修した場合、履修

単位の 4 単位までを本学科の卒業要件単位として認定することができる。また、修得単位は卒

業研究履修要件の単位数に含める。 
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（４）学部教育科目

1 2 3 4

医学概論 講義 高橋(徹) ○ 15 1

公衆衛生学 講義 藤井(保) ◎ 30 2

健康管理論 講義 高橋(徹) ◎ 30 2

社会福祉政策論 講義 岩満 ○ 30 2

保健福祉システム概論 講義 ※秋山 ◎ 30 2

看護の世界 講義 森本 ○ 15 1

食生活論 講義 ※岸本 ○ 15 1

健康情報演習 演習 田淵 ◎ 30 1

病理学 講義 荻野 ◎ 30 2

生化学 講義 川上(祐） ◎ 30 2

微生物学 講義 田中 ◎ 30 2

内科学 講義 入江 ◎ 30 2

栄養サポートチーム論 講義 ※犬飼 ○ 15 1

代謝生化学 講義 山下 他 ◎ 30 2

分子生物学 講義 川上(祐） ◎ 30 2

栄養学のための解剖生理学 講義 入江 ◎ 30 2

薬理学 講義 入江 ○ 30 2 100

解剖生理学実験Ⅰ 実験 高橋(吉)・川上(祐) ◎ 45 1

解剖生理学実験Ⅱ 実験 入江・井上 ◎ 45 1

微生物学実験 実験 田中・岩岡 ◎ 45 1

生化学実験Ⅰ 実験 川上(祐）・岩岡 ◎ 45 1

生化学実験Ⅱ 実験 川上(祐）・岩岡 ◎ 45 1

食品学Ⅰ 講義 伊東 ◎ 30 2

食品学Ⅱ 講義 伊東 ◎ 30 2

食品材料学 講義 山下 ◎ 30 2 単

食品加工演習 演習 中島・新田 ○ 30 1

食品分析学 講義 中島 ○ 15 1

食品衛生学 講義 田中 ◎ 15 1

調理学 講義 新田 ◎ 30 2

食品学実験Ⅰ 実験 伊東・岩岡 ◎ 45 1

食品学実験Ⅱ 実験 山下・岩岡 ◎ 45 1

食品衛生学実験 実験 田中・丸田 ◎ 45 1 位

調理学実習Ⅰ 実習 新田・我如古 ◎ 45 1

調理学実習Ⅱ 実習 新田・丸田 ◎ 45 1

栄養学総論 講義 山本 ◎ 30 2

栄養学基礎実験 実験 中島・津嘉山 ◎ 45 1

栄養学実験 実験 山本・津嘉山 ◎ 45 1

栄養学各論Ⅰ 講義 山本 ◎ 30 2

栄養学各論Ⅱ 講義 山本 ◎ 30 2

応用栄養生理学 講義 高橋(吉) ◎ 30 2

スポーツ栄養学 講義 山下・綾部 ○ 30 2

栄養学実習 実習 山本・井上(里) ◎ 45 1

卒業要件
単位数

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の
成
立
ち

食
べ
物
と
健
康

授業科目の名称
授業の
方法

担当教員

開講年次及び
必修選択の別 開　講

時間数
開　講
単位数

社
会
・
環
境
と
健
康

専

門

基

礎

分

野

専
　
門
　
分
　
野

基
礎
栄
養
学

応
用
栄
養
学
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1 2 3 4

卒業要件
単位数

授業科目の名称
授業の
方法

担当教員

開講年次及び
必修選択の別 開　講

時間数
開　講
単位数

栄養教育論Ⅰ 講義 川上(貴) ◎ 30 2

栄養教育論Ⅱ 講義 川上(貴) ◎ 30 2

カウンセリング演習 演習 樂木 ◎ 30 1

栄養教育プログラム論 講義 川上(貴) ◎ 15 1

栄養教育実習 実習 川上(貴)・我如古 ◎ 45 1

病態栄養学 講義 高橋(吉) ◎ 30 2

臨床栄養学Ⅰ 講義 平松 ◎ 30 2 100

臨床栄養学Ⅱ 講義 入江 ◎ 30 2

臨床栄養管理 講義 平松 ◎ 30 2

臨床栄養学実験 実験 高橋(吉)・岩岡 ◎ 45 1

臨床栄養学実習Ⅰ 実習 平松・井上(里) ◎ 45 1

公衆栄養学Ⅰ 講義 久保田 ◎ 30 2

公衆栄養学Ⅱ 講義 久保田 ◎ 30 2

公衆栄養学実習Ⅰ 実習 久保田・津嘉山 ◎ 45 1

給食経営管理論Ⅰ 講義 田淵 ◎ 30 2 単

給食経営管理論Ⅱ 講義 田淵 ◎ 15 1

フードシステム学 講義 ※小松 ◎ 30 2

給食経営管理実習Ⅰ 実習 田淵・丸田 ◎ 45 1

総合演習Ⅰ 演習 平松 他 ◎ 30 1

総合演習Ⅱ 演習 平松 他 ◎ 30 1

総合演習Ⅲ 演習 栄養学科教員 ◎ 30 1

チームガバナビリティ演習 演習 中村(光) 他 ○ 30 1

地域保健福祉演習 演習 二宮 他 ○ 30 1 位

臨床栄養学実習Ⅱ 実習 平松・井上(里) ◎ 45 1

給食運営実習 実習 平松 他 ◎ 45 1

公衆栄養学実習Ⅱ 実習 久保田・津嘉山 ◎ 45 1

給食経営管理実習Ⅱ 実習 田淵・丸田 ◎ 45 1

卒業研究 演習 栄養学科教員 ◎ 300 10

（注）　「◎」印は必修科目、「○」印は選択科目、「※」印は非常勤講師

学部教育科目の卒業要件単位数　100単位

卒業要件単位数　128単位（共通教育科目の卒業要件28単位を含む）

専
　
　
門
　
　
分
　
　
野

栄
養
教
育
論

臨
床
栄
養
学

公
衆
栄
養
学

給
食
経
営
管
理
論

総
合
演
習

臨
地
実
習
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（５）教職科目

1 2 3 4
開　講
単位数

必　要
単位数

教育基礎論 講義 池田 ● 30 2

教師論 講義 都島 ● 30 2

教育心理学 講義 樂木 ● 30 2

特別支援教育概論 講義 京林 ● 15 1

教育課程論 講義 都島 ● 15 1

特別活動及び総合的な学習の
時間の指導法(道徳教育を含む)

講義 都島・※未定 ● 15 1

教育方法論 講義 都島 ● 30 2

生徒指導論 講義 ※高木 ● 30 2

教育相談（カウンセリング論を含む） 講義 京林 ● 15 1

学校栄養教育実習Ⅰ（事前事後指導） 実習 川上(貴) 他 ● ● 45 1

学校栄養教育実習Ⅱ 実習 川上(貴) 他 ● 45 1

教職実践演習（栄養教諭） 演習 川上(貴) 他 ● 60 2

学校栄養教育論Ⅰ 講義 川上(貴)・久保田 ● 30 2

学校栄養教育論Ⅱ 講義 川上(貴)・※中桐 ● 30 2

日本国憲法 日本国憲法 講義 ※伊藤(治) ● 30 2

健康スポーツA 講・実 綾部・※森村 ○ 30 1

健康スポーツB 講・実 ※犬飼・※齋藤（智） ○ 30 1

スポーツ科学 講義 綾部 ○ 15 1

English Language Program 1 演習 ※林 ● 30 1

English Language Program 2 演習 ※問田 ● 30 1

English Language Program 3 演習 ※笠本 ● 30 1

English Language Program 4 演習 デスマレス ● 30 1

コンピュータ演習I 演習 ※藤本 ● 30 1

健康情報演習 演習 田淵 ● 30 1

単位数
授業科目の名称

授業
の

方法
担当教員

開講年次及び
必修選択の別 開　講

時間数

教育実践に関す
る科目

外国語コミュニ
ケーション

情報機器の
操作

　　（注）　　・「*1」印は共通教育科目、「*2」印は学部教育科目
　　　　　　　・「●」印は栄養教諭一種免許状取得のための必修科目、「○」印は選択科目、「※」印は非常勤講師

　　栄養教諭一種免許状取得のために必要な取得単位数
　　・教職教育科目等　32単位（共通教育科目と学部教育科目の計10単位含む）

教
職
教
育
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

32

単

位

栄養に係る教育に関
する科目

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則

第
６
６
条
の
６
に
定
め
る
科
目

体育

道徳、総合的な
学習の時間等の
内容及び生徒指
導、教育相談等
に関する科目

教育の基礎的理
解に関する科目

2
単
位
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（６）科目ナンバリング

略称 英語名称 略称 英語名称

医学概論 IND_IME-A2-1E-L1 IND interdisciplinary IME Introduction to Medicine
公衆衛生学 IND_PUH-A2-1R-L1 （学際的） PUH Public Health
健康管理論 IND_PHS-A2-1R-L1 PHS Principle of Health Science
社会福祉政策論 IND_WPO-A2-1E-L1 WPO Social Welfare Policy
保健福祉システム概論 IND_IHW-A2-2R-L1 IHW Introduction to Health and Welfare Systems
看護の世界 IND_DFE-A2-1E-L1 WNU World of Nursing
食生活論 IND_FOH-A2-1E-L1 FOH Food and Health
健康情報演習 IND_HIP-A2-1R-S1 HIP Health Information Processing Exercise
病理学 BAM_PAT-A2-2R-L1 BAMBasic Medicine PAT Pathology
生化学 BAM_BIC-A2-1R-L1 基礎医学 BIC Biochemistry
微生物学 BAM_MIB-A2-1R-L1 MIB Microbiology
内科学 BAM_INM-A2-2R-L1 INM Internal Medicine
栄養サポートチーム論 BAM_NSP-A2-3E-L1 NSP Team Work Principles for Nutritional Support
代謝生化学 BAM_MEB-A2-1R-L1 MEB Metabolic Biochemistry
分子生物学 BAM_MOB-A2-2R-L1 MOB Molecular Biology
栄養学のための解剖生理学 BAM_APN-A2-2R-L1 APN Anatomy and Physiology for Clinical Nutrition
薬理学 BAM_PHA-A2-2E-L1 PHA Pharmacology
解剖生理学実験Ⅰ BAM_AP1-A2-2R-P1 AP1 Anatomy and Physiology Experiment Ⅰ
解剖生理学実験Ⅱ BAM_AP2-A2-3R-P1 AP2 Anatomy and Physiology Experiment Ⅱ
微生物学実験 BAM_DTE-A2-2R-P1 MIB Microbiology Experiment
生化学実験Ⅰ BAM_BC1-A2-2R-P1 BC1 Biochemistry Experiment Ⅰ
生化学実験Ⅱ BAM_BC2-A2-3R-P1 BC2 Biochemistry Experiment Ⅱ
食品学Ⅰ FOS_FS1-A2-1R-L1 FOS Food Science FS1 Food Science Ⅰ
食品学Ⅱ FOS_FS2-A2-1R-L1 食品科学 FS2 Food Science Ⅱ
食品材料学 FOS_FOM-A2-2R-L1 FOM Food Materials
食品加工演習 FOS_FPT-A2-2E-S1 FPT Exercise of Food Processing Technology
食品分析学 FOS_FOA-A2-1E-L1 FOA Food Analysis
食品衛生学 FOS_HP2-A2-2R-L1 FOH Food Hygiene
調理学 FOS_COO-A2-1R-L1 COO Cooking
食品学実験Ⅰ FOS_FS1-A2-2R-P1 FS1 Food Science Experiment Ⅰ
食品学実験Ⅱ FOS_FS2-A2-2R-P1 FS2 Food Science Experiment Ⅱ
食品衛生学実験 FOS_HUE-A2-3R-P1 FOH Food Hygiene Experiment
調理学実習Ⅰ FOS_CP1-A2-1R-P1 CP1 Cooking Practice Ⅰ
調理学実習Ⅱ FOS_CP2-A2-2R-P1 CP2 Cooking Practice Ⅱ
栄養学総論 BAN_FNS-A2-1R-L1 BAN Basic  Nutrition FNS Fundamental Nutritional Science
栄養学基礎実験 BAN_FCE-A2-1R-P1 基礎栄養学 FCE Fundamental Chemical Experiment
栄養学実験 BAN_NUS-A2-2R-P1 NUS Nutritional Science Experiment
栄養学各論Ⅰ PAN_AN1-A2-2R-L1 PAN Practical Nutrition AN1 Applied Nutritional Science Ⅰ
栄養学各論Ⅱ PAN_AN2-A2-2R-L1 実践栄養学 AN2 Applied Nutritional Science Ⅱ
応用栄養生理学 PAN_SOM-A2-2R-L1 NPA Nutritional Pathophysiology
スポーツ栄養学 PAN_EXN-A2-2E-L1 EXN Exercise Nutrition
栄養学実習 PAN_NUP-A2-3R-P1 NUP Nutrition Practice
栄養教育論Ⅰ PAN_NE1-A2-2R-L1 NE1 Nutritional Education Ⅰ
栄養教育論Ⅱ PAN_NE1-A2-3R-L1 NE2 Nutritional Education Ⅱ
カウンセリング演習 PAN_SPC-A2-2R-S1 PSC Seminar of Psychological Counseling
栄養教育プログラム論 PAN_CSD-A2-2R-L1 CSD Communication Skills for Dietitian
栄養教育実習 PAN_NEP-A2-3R-P1 NUE Nutritional Education Practice
病態栄養学 PAN_BCN-A2-3R-L1 BCN Biochemical Bases of Clinical Nutrition
臨床栄養学Ⅰ PAN_CN1-A2-3R-L1 CN1 Clinical Nutrition Ⅰ
臨床栄養学Ⅱ PAN_CN2-A2-4R-L1 CN2 Clinical Nutrition Ⅱ
臨床栄養管理 PAN_NCM-A2-3R-L1 NCM Nutrition Care and Management
臨床栄養学実験 PAN_CNE-A2-3R-P1 CNE Clinical Nutrition Experiment
臨床栄養学実習Ⅰ PAN_CN1-A2-3R-P1 CN1 Clinical Nutrition Practice Ⅰ
公衆栄養学Ⅰ PAN_PN1-A2-1R-L1 PN1 Public Health Nutrition Ⅰ
公衆栄養学Ⅱ PAN_PN2-A2-2R-L1 PN2 Public Health Nutrition Ⅱ
公衆栄養学実習Ⅰ PAN_PN1-A2-3R-P1 PN1 Public Health Nutrition Practice Ⅰ
給食経営管理論Ⅰ PAN_FM1-A2-3R-L1 FM1 Food Service and Management Ⅰ
給食経営管理論Ⅱ PAN_FM2-A2-3R-L1 FM2 Food Service and Management Ⅱ
フードシステム学 PAN_FOE-A2-1R-L1 FOE Food Economics
給食経営管理実習Ⅰ PAN_FM1-A2-3R-P1 FM1 Food Service and Management Practice Ⅰ
総合演習Ⅰ PAN_GE1-A2-3R-S1 GE1 General Exercise Ⅰ

総合演習Ⅱ PAN_GE2-A2-3R-S1 GE2 General Exercise Ⅱ

総合演習Ⅲ PAN_GE3-A2-4R-S1 GE3 General Exercise Ⅲ
チームガバナビリティ演習 CBL_TGE-A2-3E-S1 CBL Community Based Learning TGE Team Governability Exercise
地域保健福祉演習 CBL_RHW-A2-3E-S1 CBL Community Based Learning RHW Practice of Regional Health and Welfare 
臨床栄養学実習Ⅱ PAN_CN2-A2-3R-P1 CN2 Clinical Nutrition Practice Ⅱ
給食運営実習 PAN_FSP-A2-3R-P1 FSP Food Service Practice
公衆栄養学実習Ⅱ PAN_PN2-A2-3R-P1 PN2 Public Health Nutrition Practice Ⅱ
給食経営管理実習Ⅱ PAN_FM2-A2-3R-P1 FM2 Food Service and Management Practice Ⅱ
卒業研究 PAN_GRP-A2-4R-S1 GRP Graduation Project

教育基礎論 EDU_PRE-A2-1R-L1 EDUEducation PRE Principles of Education

教師論 EDU_TEP-A2-1R-L1 TEP Teaching Profession

教育心理学 EDU_EDP-A2-1R-L1 EDP Educational Psychology
特別支援教育概論 EDU_SSE-A2-2R-L1 SSE Special Support Education
教育課程論 EDU_CUS-A2-1R-L1 CUS Curriculum Study

特別活動及び総合的な学習の時間の指
導法(道徳教育を含む)

EDU_EXA-A2-1R-L1 EXA Extracurricular Activities, Integrated Studies, Moral Education

教育方法論 EDU_TEM-A2-2R-L1 TEM Teaching Methodology

生徒指導論 EDU_SGT-A2-2R-L1 SGT Student Guidance Theory

教育相談（カウンセリング論を含む） EDU_EOC-A2-2R-L1 EDC Educational Counseling

学校栄養教育実習Ⅰ（事前事後指導） NES_NS1-A2-3R-P1 NES NS1 Nutritional Education for School Children Practice Ⅰ

学校栄養教育実習Ⅱ NES_NS2-A2-4R-P1 NS2 Nutritional Education for School Children Practice Ⅱ
教職実践演習（栄養教諭） NES_GTE-A2-4R-S1 GTE General Teaching Exercise
学校栄養教育論Ⅰ NES_NS1-A2-3R-L1 NS1 Nutritional Education for School Children Ⅰ
学校栄養教育論Ⅱ NES_NS2-A2-4R-L1 NS2 Nutritional Education for School Children Ⅱ

総
合
演
習

臨
地
実
習

Nutritional Education for
School Children栄養に係る

教育に関す
る科目

教職に関す
る科目

給
食
経
営
管
理
論

科目ナンバリング
分野１（略称と英語名称） 分野２（略称と英語名称）

社
会
・
環
境
と
健
康
人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の
成
立
ち

食
べ
物
と
健
康

授業科目の名称

基
礎
栄
養
学

応
用
栄
養
学
栄
養
教
育
論

臨
床
栄
養
学
公
衆
栄
養
学
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２．４ 資格の取得 

規定の単位（２.３ 卒業要件と履修方法参照）を修得すれば、卒業と同時に栄養士免許と管

理栄養士の国家試験受験資格に加えて、食品衛生管理者ならびに食品衛生監視員の任用資格

が得られる。 

（１） 栄養士免許：卒業後に、住居地の都道府県に申請することにより免許証を取得することが

できる。（付表１参照） 

（２） 管理栄養士国家試験受験資格：卒業後に、管理栄養士国家試験を受験し、合格者は住

居地の都道府県に申請することにより免許証を取得することができる。（付表２参照） 

（３） 食品衛生管理者、食品衛生監視員：本学科はカリキュラム編成の点から、食品衛生管理者

ならびに食品衛生監視員養成施設（以後、食管養成施設という）の認定を受けている。付

表３には、食管養成施設としての指定基準に定められた必要科目と対応した本学科におけ

る開講科目を示した。（食品衛生任用資格取得コース） 

[任用資格] 

① 食品衛生管理者とは、食品または添加物の製造および加工を衛生的に管理するための

専門資格であり、当該の施設ごとに配置することが義務づけられている。この資格は、卒業

後に衛生管理を必要とする施設等に就職してから、居住地の都道府県に申請することに

より取得できる。 

② 食品衛生監視員とは、国、都道府県および保健所を設置する市で、食品衛生に関する監

視、指導等に従事する職員（国家および地方公務員）のことである。この資格は、先の職

業に就く時に必要である。詳細については、国または都道府県等の募集要項を参照され

たい。 

 

２．５ 入学前の既修得単位の認定（資格取得との関係において） 

本学入学前に、他の大学または短期大学で修得した単位は、本学の卒業要件単位として認定

されることがある（第１章 履修について参照）。ただし、食管養成施設でない大学または短期大学

出身者が付表３に示した食管養成施設としての指定基準に定められた必要科目について認定を

受けた場合は、食品衛生管理者ならびに食品衛生監視員の任用資格は得られないことに留意す

ること。 

 

２．６ 栄養教諭免許状の取得に関する単位履修要領 

本学科は栄養教諭の教職課程の設置もあり、上記の卒業要件単位数の他に以下に示す所定

の単位を修得すれば、栄養教諭の免許状が得られる。 
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（１） 教育目標 

本学科では、人の健康の維持・増進、病気の予防・治療へと応用できる人材育成の目的

に基づき、学校においては児童生徒の健全な人間形成を支えるために食育を中心とした教

育能力を備えた栄養教諭の養成をめざしている。 

 

（２） 免許状の種類：栄養教諭一種免許状 

 

（３） 基礎資格：学士の学位を有し、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

① 栄養士法第２条第３項の規定により管理栄養士の免許を受けていること。 

② 栄養士法第５条の３第４号の規定により管理栄養士養成施設の課程を修了し、同法第２

条第１項の規定により栄養士の免許を受けていること。 

 

（４） 所要単位数（必要最低単位数） 

科 目 区 分 お よ び 単 位 数 

教育職員免許法施行規則第 66 教職に関する科目 栄養に係る教育に関する科目 

条の 6 に定める科目     

８単位 １８単位 ４単位 

 

（５） 法令で規定された単位数 

① 教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目 

免許法施行規則に定める科目 対応する開設授業科目 

科   目 単位数 科目区分 授業科目名 
単位 

数 

日本国憲法 2 共通教育科目 日本国憲法 2 

体育 2 共通教育科目 

健康スポーツ A 1 

健康スポーツ B 1 

スポーツ科学 1 

外国語コミュニケーシ

ョン 
2(＊) 共通教育科目 

English Language Program 1 1 

English Language Program 2 1 

English Language Program 3 1 

English Language Program 4 1 

情報機器の操作 2 
共通教育科目 コンピュータ演習Ⅰ 1 

学部教育科目 健康情報演習 1 

＊ただし、本学科の卒業要件として右欄に示された英語４科目が必修科目となる。 
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② 教職に関する科目（教職科目） 

免許法施行規則に定める科目 対応する開設授業科目 

科     目 授 業 科 目 名 単位数 

教育の基礎的理解に関する科目 

教育基礎論 2 

教師論 2 

教育心理学 2 

特別支援教育概論 1 

教育課程論 1 

道徳、総合的な学習の時間等の

内容及び生徒指導、教育相談等

に関する科目 

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法(道

徳教育を含む) 
1 

教育方法論 2 

生徒指導論 2 

教育相談（カウンセリング論を含む） 1 

教育実践に関する科目 

学校栄養教育実習Ⅰ（事前事後指導） 1 

学校栄養教育実習Ⅱ 1 

教職実践演習（栄養教諭） 2 

 

③ 栄養に係る教育に関する科目  

対応する開設授業科目 

授 業 科 目 名 単位数 

学校栄養教育論 I 2 

学校栄養教育論 II 2 

 

（６） 栄養教育実習の受講資格 

学校栄養教育実習（４年次前期）を受講するには、原則としてそれまでに履修しておかな

ければならないすべての科目（管理栄養士養成課程ならびに栄養教諭の教職課程の必修

科目）の単位取得を必要とする。 

 

（７） 教職実践演習の受講資格 

  教職実践演習（４年次後期）を受講するには、学校栄養教育実習の受講資格を得るとともに、

１年次から履修しているすべての科目（管理栄養士養成課程ならびに栄養教諭教育課程）に

ついて、履修カルテを作成し、半期ごとに履修履歴に関して担当教員との面談を行うこと。 
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講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

公衆衛生学 2

健康管理論 2

保健福祉システム概論 2

健康情報演習 1

小計 7 0

病理学 2

生化学 2

微生物学 2

内科学 2

代謝生化学 2

分子生物学 2

栄養学のための解剖生理学 2

解剖生理学実験Ⅰ 1

解剖生理学実験Ⅱ 1

微生物学実験 1

生化学実験Ⅰ 1

生化学実験Ⅱ 1

小計 14 5

食品学Ⅰ 2

食品学Ⅱ 2

食品材料学 2

食品衛生学 1

食品学実験Ⅰ 1

食品学実験Ⅱ 1

食品衛生学実験 1

小計 7 3

栄養学総論 2

栄養学各論Ⅰ 2

栄養学各論Ⅱ 2

応用栄養生理学 2

病態栄養学 2

臨床栄養学Ⅰ 2

臨床栄養学Ⅱ 2

臨床栄養管理 2

栄養学基礎実験 1

栄養学実験 1

栄養学実習 1

臨床栄養学実験 1

臨床栄養学実習Ⅰ 1

小計 16 5

栄養教育論Ⅰ 2

栄養教育論Ⅱ 2

栄養教育プログラム論 1

公衆栄養学Ⅰ 2

公衆栄養学Ⅱ 2

栄養教育実習 1

公衆栄養学実習Ⅰ 1

小計 9 2

給食経営管理論Ⅰ 2

給食経営管理論Ⅱ 1

フードシステム学 2

調理学 2

調理学実習Ⅰ 1

調理学実習Ⅱ 1

給食運営実習 1

給食経営管理実習Ⅰ 1

小計 7 4

36 14 小計 60 19

合計

10

8

8

栄養と健康

栄養の指導 6

給食の運営 4

（付表１）　栄養士の資格を取得するために必要な授業科目及び単位数
栄養士法施行規則別表第１に定められる教育内容

4社会生活と健康

人体の構造と機能

食品と衛生 6

小計

50 79合計

保健福祉学部栄養学科における開設科目等

教育内容

単位数

授業科目等の名称

配当単位数

4
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講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

公衆衛生学 2
健康管理論 2
保健福祉システム概論 2
健康情報演習 1

小計 7 0
病理学 2
生化学 2
微生物学 2
内科学 2
代謝生化学 2
分子生物学 2
栄養学のための解剖生理学 2
解剖生理学実験Ⅰ 1
解剖生理学実験Ⅱ 1
微生物学実験 1
生化学実験Ⅰ 1
生化学実験Ⅱ 1

小計 14 5
食品学Ⅰ 2
食品学Ⅱ 2
食品材料学 2
食品衛生学 1
調理学 2
食品学実験Ⅰ 1
食品学実験Ⅱ 1
食品衛生学実験 1
調理学実習Ⅰ 1
調理学実習Ⅱ 1

小計 9 5

28 10 専門基礎分野小計 30 10

栄養学総論 2
栄養学基礎実験 1
栄養学実験 1

小計 2 2
栄養学各論Ⅰ 2
栄養学各論Ⅱ 2
応用栄養生理学 2
栄養学実習 1

小計 6 1
栄養教育論Ⅰ 2
栄養教育論Ⅱ 2
カウンセリング演習 1
栄養教育プログラム論 1
栄養教育実習 1

小計 6 1
病態栄養学 2
臨床栄養学Ⅰ 2
臨床栄養学Ⅱ 2
臨床栄養管理 2
臨床栄養学実験 1
臨床栄養学実習Ⅰ 1

小計 8 2
公衆栄養学Ⅰ 2
公衆栄養学Ⅱ 2
公衆栄養学実習Ⅰ 1

小計 4 1
給食経営管理論Ⅰ 2
給食経営管理論Ⅱ 1
フードシステム学 2
給食経営管理実習Ⅰ 1

小計 5 1
総合演習Ⅰ 1
総合演習Ⅱ 1
総合演習Ⅲ 1

小計 3 0
臨床栄養学実習Ⅱ 1
給食運営実習 1
公衆栄養学実習Ⅱ 1
給食経営管理実習Ⅱ 1

小計 0 4
32 12 専門分野小計 34 12
60 22 小計 64 22

合計

（付表２）　管理栄養士国家試験受験資格を取得するために必要な授業科目及び単位数
管理栄養士学校指定規則別表第１に定められる教育内容 保健福祉学部栄養学科における開設科目等

教育内容

単位数

授業科目等の名称

配当単位数

専
門
基
礎
分
野

社会・環境と健康 6

10

人体の構造と機能及び疾病の成
り立ち

14

食べ物と健康 8

専門基礎分野小計

専
門
分
野

基礎栄養学 2

8

応用栄養学 6

栄養教育論 6

臨床栄養学

合計

8

公衆栄養学 4

給食経営管理論 4

総合演習 2

82 86

－

臨地実習 － 4

専門分野小計
小計
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必  修 選  択
　生 化 学 実 験 II　　　　        1

　生 化 学 実 験 I　　　　        1

　　有 機 化 学　 　　１科目以上 　生 化 学　　　　　　            2

　　無 機 化 学 　栄 養 学 基 礎 実 験　　　　  1

　　生 物 化 学 　代 謝 生 化 学  　　　           2

　食 品 学 I                          2

　食 品 学 II　　　　　             2

　食 品 材 料 学　　　　         2

22 　食 品 分 析 学　　　　　       1

　食 品 学 実 験 I　　　　      1

　食 品 学 実 験 II　　　          1

　栄養学のための解剖生理学　 2

　解 剖 生 理 学 実 験 I　　　 　 1

　解 剖 生 理 学 実 験 II　　   　 1

　　毒 性 学

　　微 生 物 学 40 　微 生 物 学　　　               2

　　食品微生物学　  　１科目以上 　微 生 物 学 実 験　　　　      1

　　食品保存学・食品製造学 　食 品 加 工 演 習 1

単

　　公衆衛生学 　公 衆 衛 生 学　　　　          2

　　食品衛生学　　　　１科目以上 　食 品 衛 生 学 　　　　        1

　　環境衛生学 位 　食 品 衛 生 学 実 験　　　  　 1

　　衛生行政学、疫学 　公 衆 栄 養 学　I　　         2

小　　　　　　　計 以 28 2

（例示） （ 例 示 科 目 該 当 科 目 ）

　病理学 上 　病 理 学　　                       2

　医学概論 　医 学 概 論　 1

　栄養学、酵素化学 　栄 養 学 総 論                      2

　栄養学 　栄 養 学 各 論 I                    2

　環境保健学 　栄 養 学 各 論 II 　　　　     2

　解剖学、栄養化学、血清学 　栄 養 学 実 験　　　            1

　衛生管理学 　臨 床 栄 養 学 I　　　         2

　衛生統計学 　臨 床 栄 養 学 II                  2

　医化学、遺伝学 　病 態 栄 養 学　　　             2

　環境保健学 　応 用 栄 養 生 理 学　         2

　衛生管理学 　臨 床 栄 養 学 実 習 I　　    1

　衛生管理学 　臨 床 栄 養 学 実 習 II          1

　血液学、栄養化学 　臨 床 栄 養 学 実 験　　         1

　衛生管理学 　公 衆 栄 養 学 実 習  I　　　　　　　 1

（ 例 示 科 目 以 外 の 関 連 科 目 ）

　調 理 学　　                      2

　調 理 学 実 習 I　　　           1

　調 理 学 実 習 II　　　        1

　食 生 活 論　　　  1

　栄 養 教 育 論 I　　　           2

　栄 養 教 育 論 II　　　           2

　栄 養 教 育 実 習        　 1

　給 食 経 営 管 理 論 I　　　   2

　給 食 経 営 管 理 論 II　　   　 1

　フ ー ド シ ス テ ム 学　　  2

　給 食 経 営 管 理 実 習 I　　       1

　給 食 経 営 管 理 実 習 II　　　    1

　給 食 運 営 実 習 1

小　　　　　　　計 38 2

合　　　　　　　計 66 4

位

以

上

　　分 析 化 学

　　食 品 分 析 学　　１科目以上

単

　　生 理 学　　　　　　　　　

単　　位

　　食 品 化 学

科       　　目

（付表３）　食品衛生管理者および食品衛生監視員の任用資格を取得するために必要な
　　　　　　 授業科目及び単位数

食管養成施設としての指定基準に定める必要科目 保健福祉学部栄養学科（食品衛生任用資格取得コース）開講科目

科　　　　　　目　 単　位　数

罫線をタッチアップで K100 にした
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カリキュラムマップ 

 

 

 

DP の能⼒ 

 

図 教育課程の編成と授業科目の関係(太枠で囲んだ科目は必修、実験実習科目  、岡山創生学科目  ) 

   

教 

養 

異
文
化
理
解
・ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⼒ 

倫
理
観 

専
門
性
１ 

専
門
性
２ 

専
門
性
３ 

地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⼒
・
企
画
提
案
⼒ 

 

 
 

 
 

教
育
⼒ 

課
題
発
見
・
解
決
⼒ 

生
涯
学
習
⼒ 

                                                      ｢共通教育｣区分：「修学基礎」，｢自然科学｣ 

                                 ｢共通教育｣区分：｢人文・社会科学｣，｢語学国際｣   

食品加工演習 

                           

 

｢共通教育｣区分：｢社会連携｣｢健康科学｣ 

 

臨地実習系科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業研究 

社会福祉政策論 
医学概論 

看護の世界 

食生活論 

健康情報演習 

生化学 代謝生化学 

食品学 I 
食品学 II 

調理学実習 I 

食品分析学 

栄養学基礎実験 

公衆栄養学 I 

保健福祉システム概論 

栄養学のための
解剖生理学 

分子生物学 

解剖生理学実験 I 

調理学実習 II 

栄養教育論 I 
栄養教育プログラム論 

栄養学総論 

解剖生理学実験 II 

生化学実験 I 

病態栄養学 
臨床栄養学 I 

微生物学 

微生物学実験 

食品衛生学 食品衛生学実験 

栄養サポートチーム論 

食品材料学 

食
べ
物
と
健
康 

基
礎
栄
養
学 

栄養学各論 I 栄養学各論 II 
応用栄養生理学 

スポーツ栄養学 

栄養学実験 

臨
床
栄
養
学 

公
衆
栄
養
学 

臨床栄養学 II 

臨床栄養学実習 I 
臨床栄養学実験 

公衆栄養学実習 II 
臨床栄養学実習 II 

給食運営実習 
給食経営管理実習 II 

臨床栄養管理 

栄
養
教
育
論 

栄養教育論 II 

栄養教育実習 

カウンセリング演習 

給
食
経
営
管
理
論 

給食経営管理論 I

給食経営管理論 II 

給食経営管理実習 I 

フードシステム学 

総合演習 I 

1 年・前期 1 年・後期 ２年・前期 ２年・後期 ３年・前期 ３年・後期 ４年 

ELP１ 
ELP２ 

ELP３ 
ELP４ 

化学 統計学Ｂ 
コンピュータ演習Ⅰ 

大学で学ぶ 
フレッシュマンセミナー 

 

共
通
教
育 

学
部
教
育
科
目
（
専
門
基
礎
分
野
）

 

応
用
栄
養
学 

総
合
演
習 

臨
地
実
習 

内科学 

教育基礎論 
教師論 

教育心理学 

教育課程論 
特別活動及び総
合的な学習の 
時間の指導法 

生徒指導論 
教育方法論 

特別支援教育概論
教育相談 

教
職
教

育
科
目 

学校栄養教育実習 I 
学校栄養教育実習 II 
教職実践演習 
（栄養教諭） 

学
部
教
育
科
目
（
専
門
分
野
）

 

総合演習 II 

総合演習 III 

食品学実験 I 

健康管理論 

自然科学要論 生物学 

薬理学 

栄養学実習 

公衆栄養学 II 

 

学校栄養教育論 I 

ELP５ ELP６ 

生化学実験 II 

調理学 

 おかやまボランティア論 

人文・社会科学要論 

おかやまを学ぶ 

学校栄養教育論 II 

海外研修（保健福祉学） 

ﾁｰﾑｶﾞﾊﾞﾅﾋﾞﾘﾃｨ演習 

地域保健福祉演習 

おかやまボランティア演習 

地域再生実践論 
地域協働演習 

公衆栄養学実習 I 

公衆衛生学 

人
体
の
構
造
と
機
能
・疾
病
の
成
立
ち 

社
会
・環
境
と
健
康 

卒
業

研
究 

食品学実験 II 

病理学 
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）

２．７ 履修モデル（履修上の留意点） 

① 共通教育科目について 

共通教育科目は１年次を中心に、１年次から４年次までの間に履修する。とくに、本学科は

学部教育における多くの科目の教育基盤である生物学、化学、統計学Ｂは１年次生で履修す

ることが望ましい。 

② 学部教育科目について 

学部教育科目の大半は必修科目となっているので、それぞれの開講年次に修得しておくこ

とに留意すること。１年次から３年次前期にかけて開講される多くの科目は、３年次後期に開講

されている３領域の臨地（学外）実習への準備という重要な意味を持つ。例えば、公衆栄養学 I

（１年次開講）、公衆栄養学 II（２年次開講）、公衆栄養学実習 I（３年次前期開講）を修得して

いない者は、臨地実習の公衆栄養学実習 II（３年次後期開講）を履修申請できない（カリキュラ

ムマップ；教育課程の編成と授業科目の関係図 参照）。 
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 1

H31年度入学生用 

栄養学科 履修モデル 

臨床（病院・高齢者施設等）管理栄養士をめざす場合 
共通教育科目 

1年次 単位 2年次 単位 3年次 単位 4年次 単位 

大学で学ぶ 

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ 

自然科学要論 

人文・社会科学要論 

ELP1～ELP4 

おかやまﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ論 

おかやまを学ぶ 

[人文･社会科学]から4 

統計学B 

生物学 

化学 

[健康科学]から2 

[全カテゴリー]から2 

1 

1 

2 

2 

4 

1 

1 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

ELP5～ELP6 

 

2 

 

    

小計 26 小計 2 小計 0 小計 0 

備考  

・共通教育選択科目は14単位以上を習得する。斜字は選択科目を示し、以下に内訳と科目例を示す。 

[人文・社会科学]から4単位 例）倫理学、共生社会論A  [自然科学基幹科目の情報・統計]から2単位    統計学B 

[自然科学基幹科目の理科]から4単位  生物学・化学      [健康科学]から2単位  例）健康科学要論 

[全カテゴリー]から2単位  例）おかやまﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ演習、海外研修（保健福祉学） 

学部教育科目 

1年次 単位 2年次 単位 3年次 単位 4年次 単位 

公衆衛生学 

健康管理論 

健康情報演習 

生化学 

微生物学 

代謝生化学 

食品学Ⅰ 

食品学Ⅱ 

調理学 

調理学実習Ⅰ 

栄養学総論 

栄養学基礎実験 

公衆栄養学Ⅰ 

フードシステム学 

 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

1 

2 

2 

 

保健福祉ｼｽﾃﾑ概論 

病理学 

内科学 

分子生物学 

栄養学のための解剖生理学 

解剖生理学実験Ⅰ 

微生物学実験 

生化学実験Ⅰ 

食品材料学 

食品衛生学 

食品学実験Ⅰ 

食品学実験Ⅱ 

調理学実習Ⅱ 

栄養学実験 

栄養学各論Ⅰ 

栄養学各論Ⅱ 

応用栄養生理学 

栄養教育論Ⅰ 

カウンセリング演習 

栄養教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ論 

公衆栄養学Ⅱ 

薬理学 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

2 

解剖生理学実験Ⅱ 

生化学実験Ⅱ 

食品衛生学実験 

栄養学実習 

栄養教育論Ⅱ 

栄養教育実習 

病態栄養学 

臨床栄養学Ⅰ 

臨床栄養管理 

臨床栄養学実験 

臨床栄養学実習Ⅰ 

公衆栄養学実習Ⅰ 

給食経営管理論Ⅰ 

給食経営管理論Ⅱ 

給食経営管理実習Ⅰ 

総合演習Ⅰ 

総合演習Ⅱ 

臨床栄養学実習Ⅱ 

給食運営実習 

公衆栄養学実習Ⅱ 

給食経営管理実習Ⅱ 

地域保健福祉演習 

ﾁｰﾑｶﾞﾊﾞﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ演習 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

臨床栄養学Ⅱ 

総合演習Ⅲ 

卒業研究 

2 

1 

10 

小計 25 小計 34 小計 28 小計 13 

備考 

・ 専門基礎分野および専門分野から100単位以上を習得すること。斜字は選択科目例を示す。 

履修上の注意 

・ 3年次修了までに、105単位以上を修得すること。 
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 2

栄養学科 履修モデル  栄養教諭をめざす場合 
共通教育科目 

1年次 単位 2年次 単位 3年次 単位 4年次 単位 

大学で学ぶ 

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ 

自然科学要論 

人文・社会科学要論 

ELP1～ELP4 

おかやまﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ論 

おかやまを学ぶ 

[人文･社会科学]から4 

統計学B 

生物学 

化学 

[健康科学]から2 

[全カテゴリー]から2 

*教育基礎論 

* 教師論 

*教育心理学 

*教育課程論 

*特別活動及び総合的

な学習の時間の指導法 

*コンピュータ演習I 

1 

1 

2 

2 

*4 

1 

1 

2+*2 

2 

2 

2 

*2 

2 

(*2) 

(*2) 

(*2) 

(*1) 

(*1) 

 

(*1) 

ELP5～ELP6 

*教育方法論 

*生徒指導論 

*教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ論を含

む） 

*特別支援教育概論 

2 

(*2) 

(*2) 

(*1) 

 

(*1) 

 

    

小計 26(*9) 小計 2(*6) 小計 0 小計 0 

備考 

・共通教育選択科目卒業要件は14単位以上を習得する。斜字は選択科目を示し、以下に内訳と科目例を示す。 

[人文・社会科学]から4単位 例）倫理学、共生社会論A  [自然科学基幹科目の情報・統計]から2単位    統計学B 

[自然科学基幹科目の理科]から4単位  生物学・化学      [健康科学]から2単位  例）健康科学要論 

[全カテゴリー]から2単位  例）おかやまﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ演習、海外研修（保健福祉学）                      

・栄養教諭一種免許状取得のために必要な取得単位数32単位である。（ ）は卒業要件単位以外に免許取得に必要な単位数を示す。 

・教職教育科目は*で示す。共通教育科目を含む教職必修科目の計23単位を習得すること。 

学部教育科目 

1年次 単位 2年次 単位 3年次 単位 4年次 単位 

公衆衛生学 

健康管理論 

*健康情報演習 

生化学 

微生物学 

代謝生化学 

食品学Ⅰ 

食品学Ⅱ 

調理学 

調理学実習Ⅰ 

栄養学総論 

栄養学基礎実験 

公衆栄養学Ⅰ 

フードシステム学 

食生活論 

2 

2 

*1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

1 

2 

2 

1 

保健福祉ｼｽﾃﾑ概論 

病理学 

内科学 

分子生物学 

栄養学のための解剖生理学 

解剖生理学実験Ⅰ 

微生物学実験 

生化学実験Ⅰ 

食品材料学 

食品衛生学 

食品学実験Ⅰ 

食品学実験Ⅱ 

調理学実習Ⅱ 

栄養学実験 

栄養学各論Ⅰ 

栄養学各論Ⅱ 

応用栄養生理学 

栄養教育論Ⅰ 

カウンセリング演習 

栄養教育プログラム論 

公衆栄養学Ⅱ 

食品加工演習 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

1 

解剖生理学実験Ⅱ 

生化学実験Ⅱ 

食品衛生学実験 

栄養学実習 

栄養教育論Ⅱ 

栄養教育実習 

病態栄養学 

臨床栄養学Ⅰ 

臨床栄養管理 

臨床栄養学実験 

臨床栄養学実習Ⅰ 

公衆栄養学実習Ⅰ 

給食経営管理論Ⅰ 

給食経営管理論Ⅱ 

給食経営管理実習Ⅰ 

総合演習Ⅰ 

総合演習Ⅱ 

臨床栄養学実習Ⅱ 

給食運営実習 

公衆栄養学実習Ⅱ 

給食経営管理実習Ⅱ 

地域保健福祉演習 

ﾁｰﾑｶﾞﾊﾞﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ演習 

*学校栄養教育論I 

*学校栄養教育実習I 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

(*2) 

(*1) 

臨床栄養学Ⅱ 

総合演習Ⅲ 

卒業研究 

*学校栄養教育論II 

*学校栄養教育実習II 

*教職実践演習 

 

2 

1 

10 

(*2) 

(*1) 

(*2) 

 

小計 26 小計 33 小計 28(*3) 小計 13(*5) 

備考 

・ 専門基礎分野および専門分野から100単位以上を習得すること。斜字は選択科目例を示す。 

・ 教職教育科目は*で示す。学部教育科目の1単位含む教職必修科目の計9単位を習得すること。 

履修上の注意 

・ 3年次修了までに、105単位以上を修得すること 
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 3

栄養学科 履修モデル 

行政（保健所、市町村保健センター等）管理栄養士をめざす場合 
共通教育科目 

1年次 単位 2年次 単位 3年次 単位 4年次 単位 

大学で学ぶ 

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ 

自然科学要論 

人文・社会科学要論 

ELP1～ELP4 

*おかやまﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ論 

*おかやまを学ぶ 

[人文･社会科学]から4 

統計学B 

生物学 

化学 

[健康科学]から2 

[全カテゴリー]から2 

1 

1 

2 

2 

4 

1 

1 

4 

2 

2 

2 

2 

1+*1 

ELP5～ELP6 

*地域再生実践論 

*地域協働演習 

2 

(*1) 

(*2) 

 

    

小計 26 小計 2(*3) 小計 0 小計 0 

備考  

・共通教育選択科目は14単位以上を習得する。斜字は選択科目を示し、以下に内訳と科目例を示す。 

[人文・社会科学]から4単位 例）倫理学、共生社会論A  [自然科学基幹科目の情報・統計]から2単位    統計学B 

[自然科学基幹科目の理科]から4単位  生物学・化学      [健康科学]から2単位  例）健康科学要論 

[全カテゴリー]から2単位  例）おかやまﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ演習、海外研修（保健福祉学）                     

・地域創生推進士のために必要な取得単位数10単位である。（ ）は卒業要件単位以外に推進士取得に必要な単位数を示す。 

・岡山創生学の科目は*で示す。共通教育科目を含む岡山創生学修了のための計6単位以上を習得すること。 

学部教育科目 

1年次 単位 2年次 単位 3年次 単位 4年次 単位 

公衆衛生学 

健康管理論 

健康情報演習 

生化学 

微生物学 

代謝生化学 

食品学Ⅰ 

食品学Ⅱ 

調理学 

調理学実習Ⅰ 

栄養学総論 

栄養学基礎実験 

公衆栄養学Ⅰ 

フードシステム学 

社会福祉政策論 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

保健福祉ｼｽﾃﾑ概論 

病理学 

内科学 

分子生物学 

栄養学のための解剖生理学 

解剖生理学実験Ⅰ 

微生物学実験 

生化学実験Ⅰ 

食品材料学 

食品衛生学 

食品学実験Ⅰ 

食品学実験Ⅱ 

調理学実習Ⅱ 

栄養学実験 

栄養学各論Ⅰ 

栄養学各論Ⅱ 

応用栄養生理学 

栄養教育論Ⅰ 

カウンセリング演習 

栄養教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ論 

公衆栄養学Ⅱ 

 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

解剖生理学実験Ⅱ 

生化学実験Ⅱ 

食品衛生学実験 

栄養学実習 

栄養教育論Ⅱ 

栄養教育実習 

病態栄養学 

臨床栄養学Ⅰ 

臨床栄養管理 

臨床栄養学実験 

臨床栄養学実習Ⅰ 

*公衆栄養学実習Ⅰ 

給食経営管理論Ⅰ 

給食経営管理論Ⅱ 

給食経営管理実習Ⅰ 

総合演習Ⅰ 

総合演習Ⅱ 

臨床栄養学実習Ⅱ 

給食運営実習 

*公衆栄養学実習Ⅱ 

給食経営管理実習Ⅱ 

*ﾁｰﾑｶﾞﾊﾞﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ演習 

*地域保健福祉演習 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

臨床栄養学Ⅱ 

総合演習Ⅲ 

卒業研究 

2 

1 

10 

小計 27 小計 32 小計 28 小計 13 

備考 

・ 専門基礎分野および専門分野から100単位以上を習得すること。斜字は選択科目例を示す。 

・ 岡山創生学の科目は*で示す。学部教育科目の2単位含む岡山創生学修了のための計4単位以上を習得すること。 

履修上の注意 

・ 3年次修了までに、105単位以上を修得すること。 
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